
STK504

使用者の手引き

®

Rev. ････A-02/05, ････AJ5-11/20

本書は一般の方々の便宜のため有志に
より作成されたもので、Atmel社とは無関
係であることを御承知ください。しおりの
[はじめに]での内容にご注意ください。



i

目　次

序説 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1
特徴 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1

開始に際して ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2
ﾊｰﾄﾞｳｪｱ概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2
STK504の装着 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3

 ZIFｿｹｯﾄへのAVR配置 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3
 実演応用実行 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3

AVRのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4
 ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ (実装書き込み) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4
 高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ (HVPP) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5
 JTAGﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6

STK504ｸﾛｯｸ元 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7
 ｸﾛｯｸ ｽｨｯﾁ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7
  EXT - STK500をｸﾛｯｸ元 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7
  LF - 低周波数32kHzｸﾘｽﾀﾙ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7
  HF - 高周波数ｸﾘｽﾀﾙ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7
 ﾋｭｰｽﾞ設定 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7

LCD使用法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8
 基板上LCDへの接続 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8
 他の表示器への接続 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8

JTAGICE mkⅡでのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9
 JTAGICE接続 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9

障害対策の指針 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10
 LCDの問題 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10
 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞの問題 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10
 一般の問題 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11

全回路図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12

追補 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15
 ﾎﾟｰﾄ ｺﾈｸﾀ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15
 LCDﾋﾟﾝ配置とﾎﾟｰﾄ割り当て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15

既知の問題点 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 17



1

序説

STK504 使用者の手引き

STK504はAtmel社製STK500開発基板用のｱﾀﾞﾌﾟﾀ基板です。これは以下の特徴で一覧される
100ﾋﾟﾝAVRﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ ﾃﾞﾊﾞｲｽの支援を追加します。

STK504は支援ﾃﾞﾊﾞｲｽの新機能の完全な利用を可能にするﾊｰﾄﾞｳｪｱやｺﾈｸﾀを含み、ZIF(挿
入力ｾﾞﾛ)ｿｹｯﾄは試作に対するTQFP外囲器の使用を容易にします。

この使用者の手引きは上級者用の完全な技術的参考だけでなく、一般的な開始時の案内役
でもあります。

本ｷｯﾄには予めﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑされたATmega3290が含まれています。ZIFｿｹｯﾄにﾃﾞﾊﾞｲｽを挿入する
と、応用実演が直ちに始まります。

図1-1. STK500用STK504ｱﾀﾞﾌﾟﾀ基板

特徴 ■　LCD制御器組み込みのATmega3290/3290PとATmega6490の支援 

■　ATmega3250/3250PとATmega6450を支援 

■　AVR LCD制御器実演用のｶﾞﾗｽ基板上のLCD表示器 

■　外部LCD表示器用LCD表示器ﾍｯﾀﾞ 

■　AVR Studio 4による支援

■　100ﾋﾟﾝTQFP外囲器用挿入力ｾﾞﾛ(ZIP)ｿｹｯﾄ 

■　STK500を通して高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを支援 

■　STK500を通して直列(ISP)ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ(実装書き込み)を支援 

■　ﾎﾟｰﾄE,F,G,H,J,K,L用ﾎﾟｰﾄ ｺﾈｸﾀ 

■　LCDと他の周辺機能がﾃﾞﾊﾞｲｽから切り離し可能 

■　JTAGICE mkⅡを使う内蔵ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用JTAGｺﾈｸﾀ 

■　実時間時計(RTC)実装を容易にする基板上の32kHzｸﾘｽﾀﾙ 

■　応用実演が予め書き込まれたATmega3290
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本項はSTK500へのSTK504接続法、ZIFｿｹｯﾄへのAVR配置法、各種周辺機能へのｹｰﾌﾞﾙ接
続法を記述します。

ﾊｰﾄﾞｳｪｱ概要 STK504は100ﾋﾟﾝLCD AVRﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用の柔軟な基盤です。使用者は自身のﾊｰﾄﾞｳｪｱを接続で
きる、またはそのままそれを使えるように、本ｱﾀﾞﾌﾟﾀは多くのｺﾈｸﾀを提供します。

図3-1. STK504

ZIFｿｹｯﾄ

これは使用者の試験用AVRを配置するためにあります。より多くの詳細については「ZIFｿｹｯ
ﾄへのAVRの配置」節をご覧ください。

LCD PINSｺﾈｸﾀ

本ｺﾈｸﾀは基板上のLCDに配線されています。これは通常AVR SEGMENT PINSｺﾈｸﾀに接
続されます。更なる情報については「LCD」項を調べてください。

AVR SEGMENT PINSｺﾈｸﾀ

本ｺﾈｸﾀはAVRのLCDﾋﾟﾝに配線されています。これは通常LCD PINSｺﾈｸﾀ接続されます。
使用者自身のLCDに接続したい場合、本ｺﾈｸﾀを使ってください。更なる情報については
「LCD」項を調べてください。

PORTxｺﾈｸﾀ

AVRのﾎﾟｰﾄE, ﾎﾟｰﾄF, ﾎﾟｰﾄG, ﾎﾟｰﾄH, ﾎﾟｰﾄJは各々ﾎﾟｰﾄ名が記された5つのｺﾈｸﾀで利用可
能です。各々のｺﾈｸﾀにはﾎﾟｰﾄ信号、目的電圧とGNDﾋﾟﾝがあります。説明とﾋﾟﾝ配置につ
いては追補「ﾎﾟｰﾄ ｺﾈｸﾀ」をご覧ください。

ｸﾛｯｸ(EXT,LF,HF)ｽｨｯﾁ

このｽｨｯﾁはAVRのXTAL/TOSCﾋﾟﾝにどのｸﾛｯｸ元が配線されるのかを選択します。本ｽｨｯ 
ﾁにはEXT=STK500からのｸﾛｯｸ信号、LF=基板上の32kHzｸﾘｽﾀﾙ、HF=基板上のｸﾘｽﾀﾙ ｿ
ｹｯﾄ、の3つの状態があります。更なる情報については「ｸﾛｯｸ元」をご覧ください。

ｸﾘｽﾀﾙ ｿｹｯﾄ

このｿｹｯﾄに使用者が選んだｸﾘｽﾀﾙを配置できます。ｸﾛｯｸ ｽｨｯﾁをHFに設定してください。
更なる情報については「ｸﾛｯｸ元」をご覧ください。

32kHzｸﾘｽﾀﾙ

この32kHzｸﾘｽﾀﾙはｸﾛｯｸ ｽｨｯﾁを通してAVRに配線できます。ｸﾛｯｸ ｽｨｯﾁをLFに設定して
ください。更なる情報については「ｸﾛｯｸ元」をご覧ください。

JTAGｺﾈｸﾀ

使用者はここにJTAGICE mkⅡまたは他のJTAG試験装置を接続できます。詳細記述につ
いては「JTAG接続」節をご覧ください。

ISPｺﾈｸﾀ

AVRは本ｺﾈｸﾀを通し、ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作を使ってﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞすることができます。更なる
情報については「実装書き込み(ISP)」をご覧ください。
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STK504の装着 最初の行動としてSTK500上へのSTK504配置を行なうべきです。

 1. STK500の電源をOFFにしてください。

 2. 他のｱﾀﾞﾌﾟﾀ基板を取り外してください。

 3. STK500のｿｹｯﾄからどのﾃﾞﾊﾞｲｽも取り外してください。

 4. STK500にSTK504を配置してください。両基板のEXPAND0とEXPAND1ﾍｯﾀﾞが正しく整列
しているのを確認してください(図3-2.参照)。

図3-2. STK504の装着

ZIFｿｹｯﾄへのAVR配置 STK504基板に配置されたZIFｿｹｯﾄには100
ﾋﾟﾝ TQFP外囲器のLCD制御器付きAVRを
取り付けます。

 1. STK500の電源がOFFされているのを確
認してください。

 2. 図3-3.で示されるように試供されたAVR
をｿｹｯﾄに配置してください。

ｿｹｯﾄとﾃﾞﾊﾞｲｽに記された1番ﾋﾟﾝに注意を
払ってください。ZIFｿｹｯﾄの1番ﾋﾟﾝは面取り
角で示されます。これはSTK504上の白線で
も記されます。

図3-3. ZIFｿｹｯﾄへのAVR配置

実演応用実行 ｷｯﾄと共に供給されたAVRﾃﾞﾊﾞｲｽは基板上のLCDを使う実演応用が予めﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑされていま
す。以下の段取り一覧に従ってください

 1. STK500にSTK504を配置してください

 2. ZIFｿｹｯﾄに実演応用がﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑされたAVRを配置してください。

 3. LCDｹｰﾌﾞﾙを接続してください。

 4. STK500上のVTARGETｼﾞｬﾝﾊﾟが挿入されていることを確認してください。

 5. STK504上のｽｨｯﾁをLF位置に設定してください。

 6. STK500の電源を投入してください。

実演応用が直ぐに走行し、LCDｾｸﾞﾒﾝﾄのいくつかを点滅し、いくつかのﾃｷｽﾄを表示します。

実演に関するｿｰｽ ｺｰﾄﾞとHEXﾌｧｲﾙはAtmelｳｪﾌﾞｻｲﾄからﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞできます。
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STK504上のAVRは4つの異なる方法でﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞできます。

■ 直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ (ISP: In-System Programming)

■ 高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ (HVPP)

■ JTAGﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

■ 自己ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

自己ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞは本資料に記載されていません。目的のAVRﾃﾞｰﾀｼｰﾄを調べてください。

以降の項は適切なｹｰﾌﾞﾙの接続法を記述します。AVR Studioでのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞの使
用法についてはSTK500使用者の手引きをご覧ください。

ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
(実装書き込み)

ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作を使ってSTK504上のAVRﾃﾞﾊﾞｲｽをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞするには図4-1.で示される
ようにSTK500基板上のISP6PINｺﾈｸﾀとSTK504基板上のSPROGｺﾈｸﾀ間に6芯ｹｰﾌﾞﾙを接続し
なければなりません。また、PORTGﾍｯﾀﾞの6番ﾋﾟﾝと8番ﾋﾟﾝ間にｼﾞｬﾝﾊﾟを挿入してください。そ
してAVR Studioでﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開始してください(Tools⇒Program AVR⇒Connect ...
釦)。

図4-1. ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸ使ってAVRのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを可能とするには、AVRがISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ可(SPIENﾋｭｰ
ｽﾞ=ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0))でなければなりません。SPIENﾋｭｰｽﾞが非ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(1)の場合、ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを
使えませんが、このﾋｭｰｽﾞは高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞまたはJTAGﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞによって許可にす
ることができます。

STK500資料のFusesﾀﾌﾞ項を調べてください。
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高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
(HVPP)

高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞは5Vに設定した目的電圧が必要です。5Vを許容できない外部ﾊｰ
ﾄﾞｳｪｱがSTK504/STK500に接続されている場合、それはAVRの高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞに
先立って切断されなければなりません。

高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを使ってSTK504に配置されたAVRをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞするには以下の手順
に従ってください。

 1. STK500の電源ｽｨｯﾁをOFFにしてください。

 2. 5Vを許容できないどのﾊｰﾄﾞｳｪｱもSTK500とSTK504から切断してください。

 3. 以下の図4-2.で示されるようにSTK500上のPROGDATAとPORTB、PROGCTRLとPORTD
を接続してください。

 4. 表4-1.に従ってｼﾞｬﾝﾊﾟとｽｨｯﾁを設定してください。

 5. STK500の電源をONにしてください。

 6. AVR Studioでﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開始してください(Tools⇒Program AVR⇒Connect...
釦)。

図2-2. 例ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｰﾑｳｪｱ流れ図

表4-1. 高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ用ｼﾞｬﾝﾊﾟ/ｽｨｯﾁ設定

STK500 STK504

EXT位置VTARGET ｸﾛｯｸ ｽｨｯﾁ装着

6-8ﾋﾟﾝ間短絡AREF PORTG任意

装着RESET

装着XTAL1

1-2ﾋﾟﾝ間装着OSCSEL

装着BSEL2

開放(未装着)PJUMP

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ完了後、PROGDATAとPORTB、PROGCTRLとPORTD間のｹｰﾌﾞﾙの取り外しを確
認してください。BSEL2ｼﾞｬﾝﾊﾟも取り外してください。
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JTAGﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ STK504に配置されたAVRをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞするのにJTAGICE mkⅡを使うこともできます。これを
行なうにはAVRのOCDENﾋｭｰｽﾞがﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(0)されていなければなりません。OCDENﾋｭｰｽﾞが
非ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(1)の場合、JTAGﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを使えませんが、このﾋｭｰｽﾞはISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞまたは高
電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞによって許可にすることができます。

AVRのJTAGﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞは次の手順に従ってください。

 1. STK500の電源ｽｨｯﾁをOFFにしてください。

 2. STK500のRESETｼﾞｬﾝﾊﾟを取り外してください。

 3. STK504のPORTGﾍｯﾀﾞの6と8番ﾋﾟﾝ間にｼﾞｬﾝﾊﾟを挿入してください。

 4. 図4-3.で示されるようにSTK504のJTAGｺﾈｸﾀにJTAGICEﾌﾟﾛｰﾌﾞを接続してください。

 5. STK500とJTAGICE mkⅡの電源をONにしてください。

 6. AVR Studioでﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開始してください(Tools⇒Program AVR⇒Connect...
釦)。

図4-3. JTAGﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ



STK504ｸﾛｯｸ元
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STK504はZIFｿｹｯﾄに配置されたAVRへ基板上の32kHzｸﾘｽﾀﾙ、基板上のｿｹｯﾄに配置された
より高い周波数のｸﾘｽﾀﾙ、STK500から供給されたｸﾛｯｸ、の3種類の外部ｸﾛｯｸ元を供給できま
す。

ｸﾛｯｸ ｽｨｯﾁ 図5-1.で示されるようにｸﾛｯｸ ｽｨｯﾁにはEXT、LF、HFの3つの位置があります。機能について
は表5-1.をご覧ください。

表5-1. ｸﾛｯｸ ｽｨｯﾁ位置

位置 機能

EXT STK500からのｸﾛｯｸ (より多くの情報についてはSTK500資料をご覧ください。)

LF 基板内32kHzｸﾘｽﾀﾙ

STK504でHFと記されたｿｹｯﾄに配置されたｸﾘｽﾀﾙHF

図5-1. ｸﾛｯｸ ｽｨｯﾁ

EXT
(ｸﾛｯｸ元としてSTK500)

LF
(低周波数32kHzｸﾘｽﾀﾙ)

HF
(高周波数ｸﾘｽﾀﾙ)

本ｽｨｯﾁをEXT位置にすると、AVRのXTAL/TOSCﾋﾟﾝへ外部的に生成されたｸﾛｯｸを(STK500
から)供給します。各種ｸﾛｯｸの選択方法の更なる情報についてはSTK500のﾍﾙﾌﾟを調べてく
ださい。

STK504には本ｽｨｯﾁがLF位置に設定される時にXTAL/TOSCﾋﾟﾝへ接続できる32kHz(32.768 
kHz)ｸﾘｽﾀﾙがあります。

ｸﾘｽﾀﾙを配置できるSTK504上のｸﾘｽﾀﾙ ｿｹｯﾄもあります。これは高周波数(>8MHz)ｸﾘｽﾀﾙの
使用が可能です。STK500のｸﾛｯｸ経路の長い配線と大きな容量のため、STK500上のｿｹｯﾄで
はなく、STK504上にHFｸﾘｽﾀﾙを配置できます。

ﾋｭｰｽﾞ設定 各ｸﾛｯｸ選択を使うにはAVRの設定変更可能なﾋｭｰｽﾞが正しく設定されなければなりません。
適切なﾋｭｰｽﾞの設定法をAVRのﾃﾞｰﾀｼｰﾄとSTK500のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ項で調べてください。
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STK504にはLCD制御器付きAVRが利用可能なLCD(液晶)表示器があります。100ﾋﾟﾝのLCD 
AVR系統は4共通電極の合計160ｾｸﾞﾒﾝﾄまでのLCDを駆動できます。以下で示されるように基
板上のLCDには160ｾｸﾞﾒﾝﾄがあります。

図6-1. LCD

OUT

基板上LCDへの接続 基板上のLCDを利用可能にするには下図で示されるようにLCD PINSとAVR SEGMENT PINS
間を供給された44芯ﾌﾗｯﾄ ｹｰﾌﾞﾙで接続してください。これはAVRの共通電極(COM)とｾｸﾞﾒﾝﾄ
(SEG)ﾋﾟﾝを表示器の適切なﾋﾟﾝに接続します。LCDｾｸﾞﾒﾝﾄの配置は追補「LCDﾋﾟﾝ配置とﾎﾟｰﾄ
割り当て」で得られます。

図6-2. LCDｹｰﾌﾞﾙ接続

他の表示器への接続 使用者自身のLCDがあり、STK504を使いたい場合、それをAVR SEGMENT PINSｺﾈｸﾀへ接
続することによって同じように行なえます。1番ﾋﾟﾝの印に注意を払ってください。このｺﾈｸﾀのﾋﾟ
ﾝ配置は追補「LCDﾋﾟﾝ配置とﾎﾟｰﾄ割り当て」で得られます。
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AtmelのJTAGICE mkⅡはJTAGまたはﾃﾞﾊﾞｯｸﾞWIREﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを支援するAVRをﾃﾞ
ﾊﾞｯｸﾞすることができます。

JTAGICE接続 図2-2. 例ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌｧｰﾑｳｪｱ流れ図

上図で示されるようにJTAGICEﾌﾟﾛｰﾌﾞをJTAGｺﾈｸﾀへ接続してください。

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞに於いて本ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを使用可能とするにはSTK500からRESETｼﾞｬﾝﾊﾟも取り外さな
ければなりません。
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本節は一般的な問題点と解決法の情報を含みます。

LCDの問題
問題 対処原因

LCDが接続されていな
い。

STK504の44ﾋﾟﾝ間を44ﾋﾟﾝ ｹｰﾌﾞﾙで接続
してください。

LCD初期化失敗。LCDに何も表示され
ない。

LCD初期化ｺｰﾄﾞを調べてください。"AVR0 
65:STK502用LCDﾄﾞﾗｲﾊﾞ"応用記述はLCD
表示器制御法を記述します。

LCD更新周波数が不
正。

初期化でのｸﾛｯｸ前置分周を調べてくださ
い。STK504上のｸﾛｯｸ元選択が正しいこと
を調べてください。より多くの情報について
は「STK504ｸﾛｯｸ元」をご覧ください。

LCD駆動に使ったﾎﾟｰ
ﾄ ﾋﾟﾝのいくつかが何か
他のものに接続。

LCD駆動に使ったﾋﾟﾝがSTK500とSTK504
のどちらででも何か他のものに接続されて
いないことを調べてください。

LCDの数ｾｸﾞﾒﾝﾄが
High/Lowに止まっ
て動かないようだ。

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞの問題
問題 対処原因

ISPｹｰﾌﾞﾙ未接続。
STK500のISP6PINとSTK504のSPROG間を
6芯ｹｰﾌﾞﾙで接続してください。「AVRのﾌﾟ
ﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ」もご覧ください。

ﾘｾｯﾄ信号がSTK504上
のAVRに未接続。

PORTG上の6-8ﾋﾟﾝにｼﾞｬﾝﾊﾟを装着してく
ださい。

ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞが動
作しない。

AVRが低ｸﾛｯｸ周波数
で走行。

STK500のｸﾛｯｸ ｽｨｯﾁが正しい位置である
のを確認してください。AVR Studioのﾌﾟﾛｸﾞ
ﾗﾐﾝｸﾞ ﾀﾞｲｱﾛｸﾞでMainﾀﾌﾞのSettings...釦か
らISPｸﾛｯｸ周波数を減らしてみてください。

10芯ｹｰﾌﾞﾙ誤接続

初期設定(接続)については「AVRのﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ﾐﾝｸﾞ」節をご覧ください。高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐ

ﾝｸﾞが動作しない。

STK500上のBSEL2, 
OSCSEL, RESET, VT 
ARGETｼﾞｬﾝﾊﾟが正しく
設定されていない。
PORTGﾍｯﾀﾞ上の6-8ﾋﾟ
ﾝのｼﾞｬﾝﾊﾟが装着され
ていない。

STK504のｸﾛｯｸ ｽｨｯﾁ
が不正な位置。

このｽｨｯﾁをEXT位置に設定してください。
「AVRのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ」もご覧ください。
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一般の問題
問題点 対処原因

ﾎﾟｰﾄ ﾋﾟﾝのいくつか
が動作しない。

AVRがZIFｿｹｯﾄに正し
く装着されていない。

ﾃﾞﾊﾞｲｽがｿｹｯﾄに正しく装着されているの
を確認してください。装着ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ ﾗｯﾁが
開放されると、ﾃﾞﾊﾞｲｽはｿｹｯﾄ底部へ良好
に接合されます。

不正なｸﾛｯｸ元かまた
はｸﾛｯｸなし。

ｸﾛｯｸ ﾋｭｰｽﾞ設定に従って、STK500とSTK 
504で適切なｸﾛｯｸ元を選択してください。
STK500のOSCSELｼﾞｬﾝﾊﾟとSTK504のｸﾛｯ
ｸ ｽｨｯﾁを調べてください。ｿｹｯﾄの1つでｸﾘ
ｽﾀﾙを使っている場合、ｿｹｯﾄにしっかりと
装着されていることを調べてください。

ｺｰﾄﾞ(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ)が走
行しない。

ｸﾛｯｸ周波数が(その動
作電圧での)AVRのｸﾛｯ
ｸ速度を越えている。

仕様内でAVRが走行することを調べてくだ
さい。AVRの速度種別を調べ、動作電圧と
動作周波数についてﾃﾞｰﾀｼｰﾄを調べてく
ださい。

AVRが～MHzで動
作しないが、より低
い周波数で動作す
る。 STK500上に～MHzｸﾘｽ

ﾀﾙを装着。

STK504上のｿｹｯﾄにｸﾘｽﾀﾙを配置してくだ
さい。ｸﾛｯｸ ｽｨｯﾁをHF位置に設定してくだ
さい。



全回路図

以下に、STK504改訂Cの実装図と全回路図が示されます。
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実装図 (表面視)
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回路図 (1/2)
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ﾎﾟｰﾄ ｺﾈｸﾀ STK504にはSTK500で利用可能なﾎﾟｰﾄに加えて更に5つのﾎﾟｰﾄ ｺﾈｸﾀがあります。これらは
PORTE, PORTF, PORTG, PORTH, PORTJです。各々のﾋﾟﾝ配置は以下で記載されます。

図A-1. STK504ﾎﾟｰﾄ ｺﾈｸﾀ

表A-1. STK504ﾎﾟｰﾄ ｺﾈｸﾀ ﾋﾟﾝ配置

PORTE PORTGPORTF

1 2PE0 PE1 1 2PF0 PF1 1 2PG0 PG1

3 4PE2 PE3 3 4PF2 PF3 3 4PG2 PG3

5 6PE4 PE5 5 6PF4 PF5 5 6PG4 PG5

7 8PE6 PE7 7 8PF6 PF7 7 8N.C. RST

9 10GND VTG 9 10GND VTG 9 10GND VTG

PORTH PORTJ

1 2PH0 PH1 1 2PJ0 PJ1

3 4PH2 PH3 3 4PJ2 PJ3

6PH4 PH5 5 6PJ4 PJ55

7 8PH6 PH7 7 8PJ6 N.C.

9 10GND VTG 9 10GND VTG

LCDﾋﾟﾝ配置と
ﾎﾟｰﾄ割り当て

本追補はLCDｺﾈｸﾀ ﾋﾟﾝ配置とLCDｾｸﾞﾒﾝﾄ割り当てを示します。

表B-1. AVRｾｸﾞﾒﾝﾄ ﾋﾟﾝ

ｾｸﾞﾒﾝﾄ ｺﾈｸﾀﾎﾟｰﾄ ﾎﾟｰﾄ ｾｸﾞﾒﾝﾄ

COM0 1 2PA0 PA1 COM1
COM2 3 4PA2 PA3 COM3
SEG0 5 6PA4 PA5 SEG1
SEG2 7 8PA6 PA7 SEG3
SEG4 9 10PG2 PC7 SEG5
SEG6 11 12PC6 PH3 SEG7
SEG8 13 14PH2 PH1 SEG9
SEG10 15 16PH0 PC5 SEG11
SEG12 17 18PC4 PC3 SEG13
SEG14 19 20PC2 PC1 SEG15
SEG16 21 22PC0 PG1 SEG17
SEG18 23 24PG0 PD7 SEG19
SEG20 25 26PD6 PD5 SEG21
SEG22 27 28PD4 PD3 SEG23
SEG24 29 30PD2 PD1 SEG25
SEG26 31 32PD0 PJ6 SEG27
SEG28 33 34PJ5 PJ4 SEG29
SEG30 35 36PJ3 PJ2 SEG31
SEG32 37 38PG4 PG3 SEG33
SEG34 39 40PJ1 PJ0 SEG35
SEG36 41 42PH7 PH6 SEG37
SEG38 43 44PH5 PH4 SEG39

表B-2. LCDﾋﾟﾝ

ｺﾈｸﾀLCD LCD

1 221 22
3 423 24
5 637 38
7 839 40
9 1041 42
11 1243 44
13 141 2
15 163 4
17 185 6
19 207 8
21 229 10
23 2411 12
25 2613 14
27 2815 16
29 3017 18
31 3219 20
33 3421 22
35 3623 24
37 3825 26
39 4027 28
41 4229 30
43 4431 32
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図B-1. LCDｾｸﾞﾒﾝﾄ

表B-3. LCDｾｸﾞﾒﾝﾄ割り当て

ﾋﾞｯﾄ共通
電極

ﾚｼﾞｽﾀ
7 6 5 3 24 1 0

9A 9B 10A 11A 11B10B 12A 12B LCDDR19

AVR S7 S8 7C KEYS9 7M 7D LCDDR18

COM3 6C WRM 6M 5C 8BC6D 5M 5D LCDDR17

4C 8G 4M 3C IN4D 3M 3D LCDDR16

2C NB 2M 1C BEL2D 1M 1D LCDDR15

9F 9G 10F 11F 11G10G 12F 12G LCDDR14

SG2 S5 S6 7H 7NS10 7L 7E LCDDR13

COM2 6H 6N 6L 5H 5N6E 5L 5E LCDDR12

4H 4N 4L 3H 3N4E 3L 3E LCDDR11

2H 2N 2L 1H 1N2E 1L 1E LCDDR10

9E 9C 10E 11E 11C10C 12E 12C LCDDR9

SG1 S3 S4 7B 7KS11 7J 7G LCDDR8

COM1 6B 6K 6J 5B 5K6G 5J 5G LCDDR7

4B 4K 4J 3B 3K4G 3J 3G LCDDR6

2B 2K 2J 1B 1K2G 1J 1G LCDDR5

9D OUT 10D 11D COLP 12D ICE LCDDR4

SG0 S1 S2 SU 7AS0 7I 7F LCDDR3

COM0 SA 6A 6I FR 5A6F 5I 5F LCDDR2

TH 4A 4I WE 3A4F 3I 3F LCDDR1

TU 2A 2I MO 1A2F 1I 1F LCDDR0
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2007年7月 ■ picoPowerTMﾃﾞﾊﾞｲｽ上のTOSC発振器はSTK504上の長い信号線のために基板上の32kHz 
ｸﾘｽﾀﾙを駆動できないかもしれません。
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